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名大災害対策室などのグループが絵画による被害や復興名大災害対策室などのグループが絵画による被害や復興
の様子の再現を行っています。この絵は、富田さんの証の様子の再現を行っています。この絵は、富田さんの証
言に基づき描かれました。言に基づき描かれました。

地震直後の富田さんの家の様子。戦時下で極端に資料が地震直後の富田さんの家の様子。戦時下で極端に資料が
少なかったため、地震を伝える貴重な写真となりました。少なかったため、地震を伝える貴重な写真となりました。
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